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株主のみなさまへ

株主のみなさまには、平素より格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。

ここに、株式会社日本創発グループ第4期（2018年1月1日から2018年12月31日）の事業の

概要につきましてご報告申しあげます。

当社企業グループは、クリエイティブサービスを事業とし、お客さまが創造性（クリエイティブ）

を表現するために必要とする多様なソリューションを提供するため、「クリエイティブをサポート

する企業集団」として、幅広いビジネスを積極的に展開、推進しています。

当連結会計年度においては、前連結会計年度に新たに連結子会社となった日経印刷 

株式会社他7社の業績に加え、4月に子会社としたカタオカプラセス株式会社、6月に連結

子会社とした田中産業株式会社と、その子会社である株式会社MGSの業績が加わったこと 

により大幅な増収となりました。一方で、グループ各社のシナジー創出を目的に、事業所 

移転および改装、情報インフラの増強を進めるとともに、一部の子会社を除き、退職金制度を

廃止いたしました。加えて今後の健全な事業運営を目的として、M&Aの実行プロセスを厳格 

に検証する仕組みを再定義いたしました。その検証結果に基づき、連結子会社の一部につ

いてのれんを一括償却いたしました。

以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高511億45百万円（前年同期比40.5％増）、

営業利益は16億12百万円（前年同期比14.4％増）、経常利益は12億34百万円（前年同期

比4.9％減）、EBITDAは36億91百万円（前年同期比27.4％増）、親会社株主に帰属する当

期純損失は9億59百万円（前年同期の親会社株主に帰属する当期純利益は12億51百万円）

となりました。

当社は、事業活動を通して得られたキャッシュフローを原資とし、配当金と自社株式の買付

けを含め、株主のみなさまに還元することを意識しております。当会計年度は、約12億58百万

円の自社株の買付けに加え、配当金については、年間24円、配当金総額約3億1百万円とさ

せていただきました。なお、期末配当金6円については、資本剰余金からの配当とさせていた

だきました。

当社企業グループは、特色ある事業をおこなう企業が専門とする技術およびノウハウと、最新

設備を備えたグループインフラを活用し、常に新たな商材、サービスを増強し、ワンストップで 

多様なクリエイティブニーズを確かなカタチとしてご提供できるよう努めております。めまぐるしく 

変化する経営環境に対応するために、M&Aを含め継続的にソリューションを強化してまいり

ます。今後もお客さまにとって必要不可欠な企業集団として、クリエイティブサービス事業を軸に

ビジネス展開を積極的に推進し、株主のみなさまのご期待に応えるべく努力してまいります。

2019年3月

代表取締役社長

売上高

51,145百万円
前年同期比 ＋40.5％

営業利益

1,612百万円

前年同期比 ＋14.4%

経常利益

1,234百万円

前年同期比 ▲4.9%

EBITDA

3,691百万円

前年同期比 ＋27.4%

親会社株主に
帰属する当期純損失

▲959百万円

※EBITDA＝経常利益＋減価償却費＋のれんの償却額＋金融費用
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今期の事業戦略

クリエイティブをサポートし、
多様なソリューションを提供します。

お客さまのために、お客さまとともに
私たちのビジョンは「We Craft Your Imagination」。 

お客さまの思いをカタチにするお手伝いをすることです。

社会の変化や技術の進歩に伴い、表現する力が求められる分野が

大きく広がっています。表現する物も、従来からの紙を中心とした印

刷だけではなく、映像、web、スマートフォンやタブレットなどのデジタ

ルデバイス、さらには、電車、車、建物など、これまで考えていなかった

物や場までも、表現物として活用されるようになりました。それらを可

能とするために必要なのは従来からの印刷や加工の技術に加えて、コ

ンピュータグラフィックス、web、AR、VRなどのシステム開発などが

ありますが、さらに物とネットワークを融合したIoTにおいては、集積

したデータを解析する技術も必要になってきます。

当社グループはお客さまが「誰に、何を伝えたいのか」を、お客さま

とともに考え、喜びや感動とともに伝えるための表現力を磨き、そして

グループ会社が持つ技術やノウハウを共有し、活用していただくアイ

デアをご提案して実現する、その提案力と実行力を高めていくことを

常に追求しています。

今期は、新たに加わった企業に加え、2社を持分法適用関連会社

から連結子会社へと関係を強化した結果、連結子会社26社、持分法

適用子会社、17社を合わせ43社の企業グループとなりました。生産

効率と収益性を向上させるためグループが持つ製造設備の集約を進

め、またグループ内での人材交流を円滑、かつ活発化させるための制

度統一にも着手しました。

クリエイティブインテグレーション
私たちはお客さまの思いに、しっかりとお応えするためには、個性的

な専門性、実現するための生産性、そしてソリューション提案力の3つ

が必要だと考えています。当社グループは印刷物、特殊な印刷技術を

活用した付加価値印刷物、デジタルコンテンツ、データ解析を含めた

マーケティング技術、3Dプリンター、プロモーションのためのカプセ

ルトイ、文具など、さまざまな商材分野を有していますが、グループの

拡大に伴い、取り扱う商材はさらに広がっています。

2020年の東京オリンピック・パラリンピック、また2025年の大阪

万博などの開催に向けクリエイティブ分野マーケットの成長がますま

す期待される一方で、対応するための強固な経営体質と人材の強化

も求められています。私たちは、各社の専門性の高いソリューション

を組み合わせることで、さまざまな場面に応じた多様な表現を、ワンス

トップサービスでご提供し、さらに付加価値の高いご提案で、お客さ

まのご期待に応えてまいります。

TO P I C S

2018年 新規グループ加入会社 2018年 新規連結子会社

カタオカプラセス株式会社
大型自動製袋機をはじめとする機械に加えて、自動
製袋機では作成不可能な大型の加工品にも対応で
きる広大な作業場など、業界屈指の設備を保有し
ています。「モノ作り」へのこだわりの心を持ち、お客
さまのあらゆるご要望に柔軟に対応いたします。

株式会社MGS
「新しい発想や技術で外装に新たな価値をもたらす
缶メーカー」を合言葉に、ブリキ缶、プラスチックと
金属容器を組み合わせた缶、化粧箱、貼り箱、PP・
PET製パッケージを提供しています。商品企画・デ
ザイン提案から、金型設計・製造、金属印刷、プレス・
製缶の一貫生産で、高品質な製品・サービスを実現
します。

田中産業株式会社
「他社がやらない事、できない事」を合言葉に、印刷
用フィルムシートの製造、紙・フィルム・金属への印
刷、クリアファイルやクリアパッケージなどPP・PET
製品の製造、日本最大級のオフセット印刷機による
大型印刷物・大型タペストリー、シルク印刷による
点字絵本を提供しています。
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各事業分野の概況

クリエイティブインテグレーション
お客さまの想いをカタチにする

印刷・製造事業
印刷・製造事業分野においては、一般的な商業印刷に限らず、各種イベントでの

集客効果、販売促進を狙った立体物や、紙以外の媒体への印刷、またコレクティブ

アイテムとして特色のある印刷物へのニーズは、引き続き堅調に推移しています。

当社グループは7月に開催された第10回販促EXPO2018夏に出展し、フラッ

シュ撮影時のみ画像が現れる「フラッシュプリント」、「NINJYA INK」のほか、大型

3Dプリンターによる等身大の立体造形などの新商材を紹介、高さ190cmものジャ

イアントガチャの展示など、来場者の多くから好評を博することができました。また

一般的なオフセット印刷の分野においても従来の油性インキからUVインキへの転 

換を推し進めたことでより品質が安定、著名アーティストの写真集など、特段の高品質

が求められる印刷物においても、多くのご利用をいただくことができました。

当社グループは、クライアントのみなさまと実際に製品をご利用いただく消費者

のみなさまとの間でのコミュニケーションが、より具体的なカタチで、効果的なもの

としていただくため、用途、要望に合わせた印刷物を自社グループ内で製造、ワンス

トップで提供しています。今期においては等身大の立体造形において短納期対応を

可能とする大型3Dプリンターをいち早く導入、次々に生まれてくる新しいニーズに、

高品質な製品でお応えするための専門設備の拡充にも努めています。もちろん、製

造設備の規模、ジャンルの拡大とともに、情報システムへの投資や人材の交流、生

産拠点の整備なども順次おこない、常に生産性や利益率の向上を追求しています。

マーケティング・SP（セールスプロモーション）分野
物やサービスがあふれる現代の市場で勝ち抜くためには、マーケティングという

視野を持った戦略・戦術が重要です。生活者の心を動かし、行動へと導くためには

ニーズのその先にあるベネフィット・インサイトを捉えることが大切であると考えま

す。当社グループにおいては、店頭でのマーケティングをはじめ、ビックデータの分

析などをおこない、効果的なプロモーション方法を構築し、お客さまの思い描くイ

マジネーションをデザインというカタチにするために、それぞれの分野に強みをもつ

企業が集結、互いの提案力、ソリューション能力の向上に努めています。加えて私た

ちはグループ経営であるメリットを最大限に活かし、これら企業がより効率よく、連

携しやすいように事業所、もしくは生産拠点の最適化を図り、事業環境の改善に努

めてきました。今期においては九段下ビルにコワーキングスペースを新たに設置、ク

リエイティブスタッフ同士が気軽に集い会い、また営業スタッフ、お客さまが気軽に

立ち寄り、新しいひらめきを創造するための場として活用を開始しております。

マーケティング・セールスプロモーションを担う分野は、私たちグループの各企

業、事業が有機的に結びつき、ワンストップで、かつ最大限の力を発揮するために、

お客さまに代わり、プロジェクトをマネジメントさせていただきます。私たちは一丸と

なって、あらゆる領域におけるコミュニケーションツールの開発、提案をすることで、

お客さまのニーズにお応えしてまいります。

Printing Products
印刷・製造事業分野

Marketing
 &Sales Promotion

マーケティング・セールスプロモーション＆ロイヤルカスタマー

●  商業印刷（カタログ、パンフレット、シール、他）
●  出版印刷（書籍、参考書、実用書、報告書）
●  美術印刷（写真集、ポスター）
●  アルバム印刷（卒業アルバム、他）
●  特殊・付加価値印刷（香料インキ印刷、 

スクリーン厚盛印刷、レンチキュラー、他）
●  製函、化成品製造、セットアップ
●  立体造形（3Dプリント）
●  サインディスプレイの企画・制作、施工
●  パッケージ・什器等の企画・制作

●  新商品（ブランド）開発
● マーケティング調査・分析
● 店頭販売促進施策
● SP企画
● イベント企画・制作・実施
● CSR企画、コーポレートコミュニケーション
● クリエイティブ開発
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TO P I C S

デジタルコンテンツ事業
デジタルコンテンツによる表現は、リアルとバーチャルをつなぎ、能動的に共感を

表現するクリエイティブメディアとして急激な発展を続けています。従来の2次元映

像や音響に、3DグラフィックやVR、AR、MRなどの技術を組み合わせることで、見

る人に驚きと感動を、直感的に体験していただくことが可能となります。今期はデジ

タル系コンテンツを身近な、すぐにでも使えるソリューションとして認識していただこ

うと、グループのデジタル関連企業7社による合同内覧会「デジフェス2018！」を開

催、当社グループのデジタル技術を活用したプロモーションツールを体験していた

だき、多くのお客さまから具体的な導入に向けてご相談をいただける結果につなげ

ることができました。また、私たちは、これまでに開発・制作されてきた成果をノウハ

ウとして蓄積し、新たなアイデアを加えて、より優れた製品、サービスとして提供して

います。例えば、東京23区の地形、道路、建物の計測情報を基にフルテクスチャ化

した3D都市データ「REAL 3D MAP TOKYO」に続き、夜を彩る街明かりを加えた

「REAL 3D MAP TOKYO 夜景」をリリース、また、リアルタイムコンテンツ用に最

適化した「REAL 3D MAP TOKYO for VR」へと展開いたしました。このように、

コンテンツとしての魅力、汎用性を高めていくことで、さまざまな分野のメディアでご

利用いただいています。

デジタルコンテンツは将来性の高い分野でもあり、当社グループでは最新の技術

を開発するための技術者養成事業にも力を入れています。

メーカー・OEM・その他
当社グループにはバック・ポーチなどの布製ノベルティ、キャラクターグッズ、フィ

ギュア、文具雑貨など、お客さまの身近なところで、ユニークな感性を感じ、楽しん

でもらうためのメーカーも存在します。B2Cマーケットに対しては、DECOチョコ

ショップを東京と大阪に展開すると同時に、商品の販売や製造管理に関するノウ

ハウを構築したECサイトを開設しています。また、これらに加えてガチャと呼ばれて

親しまれているカプセルトイの販売、マシンのレンタルもおこなっております。このガ

チャにおきましては単なる販売機としての用途を離れ、高い集客率、訴求効果を得

られるアミューズメント性を有するツールとして高く評価していただいています。第

57回東京インターナショナルプレミアム・インセンティブショーにおいては「おどろ

木の森」というテーマで、さまざまな付加価値印刷とともに巨大サイズのガチャを出

展、大きな反響をいただきました。当社グループではガチャの持つ将来性への追求、

今後のニーズの変化に対応するため、（株）あミューズとIoT製品の企画開発をおこ

なっている（株）ソニックジャムが中心となって、「Techガチャ研究所」を立ち上げま

した。急速に拡大するキャッシュレス決済や、マーケティング分野への活用も視野

に入れた、新たなガチャの開発にも力を入れていきます。

以上のように当事業分野におきましては、ご利用いただく方々の評価を製品に反

映させていくとともに、グループ内企業が有するソリューションを十二分に活用し、

今後もより良い商品の開発と製造に努め、積極的な展開をおこなってまいります。

Novelty Products
メーカー・OEM・その他

Digital Contents
デジタルコンテンツ事業

●  デジタルコンテンツの企画・制作
● アプリ・シュミレーターシステム開発
● デジタルプロモーションの企画・制作
● AR、VR、MRの企画・制作
● Web解析コンサルティング
● Webサイトの企画・制作

●  ノベルティ製品 
（クリアファイル、アクリルキーホルダー、他）

● オリジナルTシャツ、イベントブルゾン
● キャラクターグッズ・フィギュア
● 文房具（筆記具、便せん、ノート、祝儀袋）・雑貨
● DECOチョコ
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連結業績ハイライト FINANCIAL HIGHLIGHTS

開示データについて 2014年12月期以前の開示データにつきましては、株式会社日本創発グループの設立に伴い上場廃止・完全子会社となった、東京リスマチック株式会社（旧証券コード7861）の 
財務データを表示しております。
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◆売上高
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前期比 40.5%
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前期比 4.9%
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777

1,002

△428

△959

382 405

△329

591

870

1,410

160

537

1,612

604
721

211 233

671

グラフ中、淡色で示した値は各期第2四半期の実績となります。
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連結財務諸表 FINANCIAL STATEMENTS

科　目 前　期
2017年12月31日現在

当　期
2018年12月31日現在

（資産の部）
流動資産

現金及び預金
受取手形及び売掛金
短期貸付金
その他

24,223
6,668
9,912
4,301
3,341

20,800
5,558

10,241
246

4,753

固定資産
有形固定資産

建物及び構築物
機械装置及び運搬具
土地
その他

26,422
17,714

5,493
2,495
9,318

406

29,302
22,803

6,510
3,243

12,378
670

無形固定資産
のれん
その他

2,847
1,963

883

1,003
83

919

投資その他の資産
投資有価証券
その他

5,860
4,150
1,710

5,496
3,061
2,434

資産合計 50,645 50,102

◆連結貸借対照表	 （単位：百万円）

科　目 前　期
2017年12月31日現在

当　期
2018年12月31日現在

（負債の部）
流動負債

買掛金
短期借入金
その他

25,988
3,310

17,020
5,658

27,441
3,259

18,050
6,131

固定負債
長期借入金
退職給付に係る負債
その他

11,982
8,276
1,680
2,024

11,688
7,500

901
3,286

負債合計 37,971 39,129
（純資産の部）

株主資本
資本金
資本剰余金
利益剰余金
自己株式

12,333
400

4,899
7,073
△40

9,847
400

4,926
5,800

△1,279
その他の包括利益	
累計額合計 314 62

非支配株主持分 27 1,063
純資産合計 12,674 10,973
負債及び純資産合計 50,645 50,102

◆連結損益計算書	 （単位：百万円）

科　目 前　期
2017年 1月 1日から	
2017年12月31日まで

当　期
2018年 1月 1日から	
2018年12月31日まで

売上高
売上原価

36,393
25,702

51,145
36,645

売上総利益
販売費及び一般管理費

10,691
9,280

14,500
12,888

営業利益
営業外収益
営業外費用

1,410
194
306

1,612
261
638

経常利益
特別利益
特別損失

1,298
855
133

1,234
397

1,879

税金等調整前当期純利益 2,020 △246

法人税等 753 642

非支配株主に帰属する当期純利益 15 71

親会社株主に帰属する当期純利益 1,251 △959

◆連結包括利益計算書	 （単位:百万円）

科　目 前　期
2017年 1月 1日から	
2017年12月31日まで

当　期
2018年 1月 1日から	
2018年12月31日まで

当期純利益 1,267 △888
その他有価証券評価差額金 177 △203
繰延ヘッジ損益 △2 △1
退職給付に係る調整額 46 △48
その他 － 0
その他の包括利益合計 221 △253
包括利益 1,488 △1,142

◆連結キャッシュ・フロー計算書	 （単位:百万円）

科　目 前　期
2017年 1月 1日から	
2017年12月31日まで

当　期
2018年 1月 1日から	
2018年12月31日まで

営業活動によるキャッシュ・フロー
投資活動によるキャッシュ・フロー
財務活動によるキャッシュ・フロー

2,629
△11,560

12,866

2,282
△1,924
△1,497

現金及び現金同等物の増減額 3,935 △1,138
現金及び現金同等物の期首残高 2,598 6,663
現金及び現金同等物の期末残高 6,663 5,550

◆連結株主資本等変動計算書（2018年1月1日から12月31日まで）	 （単位:百万円）

株主資本 その他の包括利益累計額
非支配株主	
持 分

純 資 産	
合 計資 本 金 資 　 本

剰 余 金
利 　 益
剰 余 金 自己株式 株主資本

合　　 計
そ の 他	
有価証券
評価差額金

繰延ヘッジ
損　　 益

退職給付に	
係る調整	
累 計 額

その他の	
包括利益	
累計額合計

当期首残高 400 4,899 7,073 △40 12,333 268 △2 47 314 27 12,674

当期変動額
剰余金の配当 △308 △308 △308
親会社株主に帰属する 
当期純利益 △959 △959 △959

自己株式の取得 △1,258 △1,258 △1,258
自己株式の処分 26 18 45 45
連結子会社による非連結
子会社の合併に伴う増減 △4 △4 △4

株主資本以外の項目の 
当期変動額（純額） － △201 △1 △48 △251 1,035 784

当期変動額合計 － 26 △1,272 △1,239 △2,485 △201 △1 △48 △251 1,035 △1,701

当期末残高 400 4,926 5,800 △1,279 9,847 67 △3 △0 62 1,063 10,973
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会社情報

　〒110-0005 東京都台東区上野3-24-6　TEL.03-5817-3061

COMPANY PROFILE

■会社概要
商 号 株式会社日本創発グループ
英 文 商 号 JAPAN Creative Platform Group Co., Ltd.
事 業 内 容 傘下グループ会社の経営管理およびそれに付帯する業務
設立年月日 2015年1月5日
本社所在地 〒110-0005 東京都台東区上野3-24-6
資 本 金 400,000,000円
決 算 期 12月31日
会計監査人 PwCあらた有限責任監査法人
取引金融機関 みずほ銀行　三菱UFJ銀行　三井住友銀行
連結従業員数 2,451名（2018.12.31時点） ※臨時雇用者は含まれておりません。

顧問弁護士 荒山國雄法律事務所

■役　　員
代表取締役社長 藤田 　一郎
取 締 役 鈴木 　隆一
取 締 役 寺澤 　眞一
取 締 役 鈴木 　俊郎
取 締 役 菊地 　克二
取 締 役 林　 　基史
取締役	監査等委員 野沢 佳津夫（社外）
取締役	監査等委員 大塚 利百紀（社外）
取締役	監査等委員 寺田 　正主（社外）
取締役	監査等委員 篠﨑 　祥子（社外）
取締役	監査等委員 菅波 希衣子（社外）

■株式情報
証 券 コ ー ド 7814

上場証券取引所 東京証券取引所 
JASDAQ

発行可能株式総数 40,000,000株

発行済株式総数 13,817,934株

１単元の株式数 100株

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行

決 	 算 	 期 12月31日

定時株主総会 3 月

事 業 年 度 1月1日から12月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年3月
剰余金の配当の基準日 3月31日、6月30日、9月30日、12月31日

公 告 方 法
電子公告  URL：https://www.jcpg.co.jp/
ただし電子公告による公告ができない場合は、 
日本経済新聞に掲載して行います。

株 主 名 簿 管 理 人 東京都千代田区丸の内1丁目4番5号 
三菱UFJ信託銀行株式会社

同 事 務 取 扱 場 所 東京都千代田区丸の内1丁目4番5号 
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部

同 事 務 連 絡 先
〒137-8081 新東京郵便局私書箱29号 
三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部 
TEL.0120-232-711（フリーダイヤル）

株主メモ ホームページのご案内

当社ホームページでは、最新のニュースや技術情報など、
当社をご理解いただくためのさまざまな情報を提供しております。

URL  https://www.jcpg.co.jp/
日本創発グループ

Vis ion
日本創発グループの存在意義／めざすこと

お客さまが羽ばたかせるご自身のイマジネーション。
私たちは、多様なリソースと先進技術を駆使して、それを確かなカタチにするお手伝いをしていきます。

Mission
ビジョンの実現に向けて、

日本創発グループがなすべきこと

チ ー ム ワ ー ク
お客さまのチームの一員との心持ちで最善を尽くし、ベスト・パートナーと
なることをめざします。そのためにも、社内・グループ内のチームワークの 
強化に努めます。

プロの真心と技
私たちは、
お客さまのご満足と成功を願う真心と、
それを支える技を兼ね備えたプロフェッショナルです。

言い訳のない品質
納品物の品質はもとより、
企画段階からアフター・フォローまでのプロセスとスピードにおいても、 
言い訳のない高い品質を実現します。

Va l u e
ビジョンとミッションの下、
日本創発グループが

お客さまや社会に提供する価値

プラスαの追求
私たちの最大の喜びは、お客さまにご期待を越える成果をお届けし、 
その笑顔を拝見すること。もっとその笑顔に出会うため、私たちは自らを 
鍛えながら、お客さまにとってのプラスαを追求し続けます。

我 が 事 と して
私たちは、目の前の一人ひとりのお客さまのご要望や目的、お悩みや 
お困り事に真正面から向き合います。そして、そのご満足を我が事として、
丁寧に、一所懸命に追求します。

多 様 性 の 底 力
私たちは、多様な個性、専門性、先進技術をもった人と会社が結びつき、 
切磋琢磨している集団です。そこに息づく多様性、先進性、独創性を 
いっそう発揮しながら、お客さまに新鮮な驚きをお届けしていきます。

新 し い カ タ チ
私たちは、伝統的な印刷をさらに進化させつつ、想像力と先進デジタル 
技術を駆使して、クライアントの想いを、今まで見たことのないカタチで
ターゲットの心に刻みつけていきます。

良 き 市 民
私たちは、良き市民として、
お客さま、投資家、協力企業、業界、社員、さらには地域社会や環境に 
対する責任を、誠意をもって、また積極的に果たしていきます。

◆グループ中核概念


